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１．日本の外国語教育の現状
　筆者は，長年，大学生のリメディアル英語教育研究に携わっていて，英語学習の初めの
段階で効果的な指導をすることが英語を苦手とする学習者を減らすことに重要だと考える
に至った。そのことに関してだが，まず現在の日本の英語教育の現状について述べる。教
育学とは，学習者を成長させることを課題とすることが多い。しかし，理論に基づいた実
践が行われているにもかかわらず，英語教育は成功しているとは言い難い。それを示す結
果が文科省調査（2015）で明らかになった。高校３年生の英語４技能に関する結果で，
CEFR（ヨーロッパ共通言語参照枠）の A1レベル（中学3年生相当）に，読む力では
73%，聴く力では76%，書く力では87%，話す力では87% が該当した。つまり高校３年生
の70％以上の英語力は，４技能のどれをとっても中学３年生レベル以下と言える。大学進
学率が50％なので，上位の50％の高校生が大学に進学するとしても，少なからぬ大学生が
英語リメディアル教育対象である現状を裏付けている。
　しかし現在，そのような現状を無視して，英語ができる日本人を増やそうとする政策が
矢継ぎ早に出されている。その中の大きな目玉の一つに，2020年に小学校での英語教育の
教科化がある。現在小学校で行われているのは児童の英語力についての評価が不要な外国
語活動である。その教科化についてだが，英語リメディアル教育対象の学生を見ると，多
くが，初歩の段階で躓いて，勉強に対する学習動機を無くしている。そのことに関し，清
田は「リメディアルの大学生は学習初めの段階で英語学習にうまく対処できずに，そのま
ま苦手意識を持ち続ける」（2010）と述べている。筆者は英語が苦手な学習者の特徴は，
英語学習に対する認知力を発達させていない（2010）ことと，英語学習に対する意識が，
自分が何かを努力したら，それができるようになるという努力帰属意識から，自分には能
力がないから，努力しても無駄だという能力帰属に変わっている（2012）ことと述べてい
る。したがって，英語が苦手な学習者を減らすためには，学習の始まる小学校での英語教
育で，落ちこぼさないようにすることと，個人の努力を支える環境を整えることが重要と
考える。
　ここで，小学校英語に対する筆者の考え方について明らかにしておく。小学校英語に対
する筆者の考え方は複雑で，この20年間で大きく揺れ動いた。最初は賛成であった。しか
し，千葉商科大学で英語科教育法を担当するようになり，中学校と高校での英語教育の問
題を知るにつれ，中学校と高校の英語教育の改革が先だと考え，反対に変わった。しかし，
３年前にある市から依頼された高校教員向けの講演で考えが揺らいだ。その講演内容を準
備している時に，主催者から中学校教員も参加してもいいですかと言われ，かまいません
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と答え，講演内容を変更して，会場に向かった。すると，そこに小学校の先生も数名参加
されていた。小学校英語については知識も無かったし，そこで変更もできないので，用意
した内容を話した。講演が終わって，質疑の時に，小学校の先生から講演内容とは何の脈
絡もない「How's the weather はどのように指導するのでしょうか」という質問を受けた。
質問者は切羽詰まった様子だったが，この質問には面くらった。なんとか答えたが，小学
校での外国語活動は，大変なことになっているのではないかという思いに駆られた。もし
そうなら，被害を受けるのは，先生と児童で，リメディアル教育の対象者を増やすだけで
ある。そうであるなら，よりよい小学校外国語活動を提案する側に立つようにしようと
思った。
２．外国語教育の目標
　教科化をするというのであれば，小学校，中学校，高校と連続して外国語教育が実施さ
れることになる。その場合，日本の外国語教育における教育理念はどのようなものにすべ
き で あ ろ う か。 そ の 点 に つ い て は， 筆 者 は，OECD（Organisation for Economic 
Co-operation and Development：経済協力開発機構）が５年間にわたり大規模な調査・検
討を経て作成した PISA（Programme for International Student Assessment）の学力観
であるキー・コンピテンシー：「言葉や技術を道具としてインタラクティブに使う力」「異
質な集団で交流する力」「自律的に行動する力」が，個別の国の文化や伝統などに左右さ
れない標準学力，つまり市民生活を送る上で必要な基本的な学力とされ，OECD ではこ
の能力を高校卒業までに習得が望ましいとしているので，日本の外国語教育の目標にふさ
わしいと考える。日本教育情報化振興会会長の赤堀侃司は「学士力も，小中高等学校の教
育理念である『生きる力』も PISA，AHERO，PIAAC なども，OECD のキー・コンピテ
ンシー，そこでは，コンピテンシー，つまり世の中に出ても通じる能力を重視しています」
と述べている。したがって，日本でも小学校でその素地を作り，中高でこのコンピテンシー
の養成を始めるのが良いであろう。
　しかし，外国語教育を担当する小学校教員には，外国語の免許がない場合が多く，外国
語能力も高いとは言えない。小学校の教員で中学校の英語の免許を持っているのは４％で
ある。つまり，多くの英語教育を担当する教員は，外国語教育の経験があまり無く，しか
も異文化理解教育の指導もあまり経験が無い，という状況がある。
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３．Content Language Integrated Learning （CLIL）
　言語は使うことが習得の早道である。英語を使うことを重視した英語教育教材は，場
面別英会話がある。この効用を否定するつもりはないが，それだけでは英語のコミュニ
ケーション能力の養成は難しいだろう。英語を学ぶ学習者にとって，学校外でも英語を
話す言語環境があれば，「レストランで飲食物を注文する」，「郵便局で荷物を送る」など
の行為は現実の場において繰り返し経験することができるし，サバイバルにも関係する。
したがって，そのような模擬練習を１回でも教室で行うことは，交渉のプロセスやそこ
で使われる可能性が高い英語単語を習得できるので，学習者は教室での練習に高い動機
をもって臨むことができる。しかし，日本のような，学校以外では英語を話す機会がな
い言語環境では，「レストランで注文する」「郵便局で荷物を送る」などを英語で行うこ
とは，残念ながら現実の場においてはほとんど経験することはない。すると，そのよう
な模擬練習を教室で行っても習得に結び付くかどうかは疑わしく，英語圏に旅行するこ
とを計画または目的としている者以外に，そのような授業が，高い動機を与えることも
難しい。つまり，日本では，コミュニケーション活動は場面作りに限界があるので英語
の語い，文法，表現を教え込み，ドリルをし，テストでの高成績を目指した英語教育に
なりがちである。しかし，テストが目標の教育は中学で落ちこぼしをたくさん作る。ま
して，小学生にテストづけをすれば，英語嫌いを早くから作りかねないであろう。
　また，小学校で外国語活動を担当する教員は，前述したように外国語能力は高いとは
言えない。そのような状況で，OECD のキー・コンペテンシーを養成するための小学校
の外国語教育の具体的な指導方法を考える時，CLILがその指導法の候補の一つに上がる。
CLIL は言語指導法とみられがちだが，４C：Cognition, Content, Culture, Communication
を重視する。特に Cognition では認知能力の訓練で，能力を２つに分けて共に鍛える：
記憶，理解，応用の LOTS（Lower-order Thinking Skills）と分析，評価，創造の HOTS
（Higher-order Thinking Skills）である。自分の反省も含めて言うが，日本の英語教育で
は LOTS しか訓練していない。ヨーロッパでは，小学生に対して LOTS と HOTS を級
友と共に体験を通して身に付けさせる指導法が普及している。CLIL は，日本では教科横
断型学習といわれている。その理由はいくつかあるが，理由の一つに，小学校で外国語
教育を担当する多くの教員は，外国語能力は低いが，外国語専科教員と異なり，対象の
学習者に全ての教科を教える力を有している，ということである。小学校で指導してい
る北野（2014, p.７）は「学級担任がほとんどの教科を教える小学校においては，教科横
断型学習が可能である。特に外国語活動はどの教科とも連動することができる」と述べ
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ている。同じく加藤（2014, p.67）は，学級担任が担当する利点として，「英語で学んだ内
容を他教科の学びに結びつけたりして，教科横断的で複眼的な指導ができる」と述べてい
る。また，小学校英語教育研究者の北條（2011, p.17）も「他教科の内容を外国語活動に
活かすことは，高学年児童にとって，既知の知識や能力を再び生かす機会」と述べている。
同じく二五は社会科や数学の一部を英語で指導した結果，社会科でも算数でも授業に対し
て肯定的な回答が9割を超えている（2011, pp.229-237）と述べている。また，英語教育
研究者の中島（2004, p.26）も後藤（2004）から引用し，「特記すべきは，他教科との連携
である。社会科で『私たちの町』を扱うときには，そのテーマにマッチした『訪問客への
応答』，英語の授業では『買い物』（三角や四角の紙を買う）で，買ったものを工作で七夕
の飾りづくりに使うなど，年齢にマッチした連携を行っている。英語では BICS（Basic 
Interpersonal Communicative Skills: 対人関係に必要な基礎会話力）面の活動に終始する
が，児童から見ると CALP（Cognitive Academic Language Proficiency：教科学習に必
要な言語能力）面へのつながりを持つことになる。教師の評価でも，『大勢の前で物おじ
せず話しかけるようになった』『（日本語でも）積極的に人に話しかけるようになった』『聞
かれたら答えるようになった』な第１言語（母語）へのプラスの転移が指摘されている」
と教育的効果を述べている。
　このように，教科横断型学習（CLIL）は，PISA のキー・コンピテンシーの一部である
「言語を道具として使う能力」を養成すると考えられる。では，キー・コンピテンシーの
他の能力である，異文化理解能力や自律する能力はどうだろか。筆者が所属する JACET
（Japan Association of College English Teachers：大学英語教育学会）の教育問題研究会
（2013）が，高校と中学校の教員を対象に2012年に実施した全国調査では，「授業の指導力」
の自信度に比べ，「異文化間理解能力の指導力」の自信度と「学習者自律性の指導力」の
自信度は低く，これは中学校や高校でも課題ということが示された。そして，日本でこの
2つについての課題が顕在化したのも最近のことである。小学校外国語活動において，『小
学校外国語活動研修ガイドブック』（文科省，2009）によると，指導者に求められる力と
して以下の３つをあげている。⑴言語や文化についての体験的理解，⑵コミュニケーショ
ンへの関心・意欲・態度，⑶外国語への慣れ親しみである。しかし，学会等での研究発表
の数から，この３つはバランスが取れているとは言えない。⑶が大半で，⑵に関するもの
も多くはない。⑴についてはかなり少ないのが現状である。このことから，小学校でも異
文化理解教育は進んでいないと言える。また，異文化間能力に関しては，小学校で必要な
のは英語の教科化ではなく，外国語活動として，多言語多文化の指導や言語の気づきを指
導すべきだという声もある。それについて，パーメンター（2004, p.32）は，「人間形成の
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基礎的教育を行う基礎的教育を行う小学校において外国語教育を行う場合，最も大切なこ
とは多言語多文化社会に生きる『偏見や差別を持たない一人の愛すべき人間を』を育てる
ことであって，『英語の達人』を育てることではないはずである」と述べている。多言語
教育についても，彼女（ibid）は「二つ以上の外国語に触れた子どもたちの場合には，二
分法に基づく理解を持つ傾向が低くなり多元的な視野を持つようになる。多元的な視野を
持てるようになった子どもたちは，批判的でバランス感覚に優れた見方ができるようにな
り，異文化間理解能力や異文化間コミュニケーション能力だけでなく，考える力，他者理
解，自己理解，アイデンティーの確立といった要素を発達させやすくなることが予測でき
まる」と述べている。そこで，本研究では，Culture, Communication も重視する CLIL は，
異文化理解能力や自律する能力につながると考えられるので，日本の小学校への CLIL を
検討するために，ヨーロッパで実践されている CLIL について考察することにする。まず，
ヨーロッパ諸国の言語政策に大きな影響を与えているヨーロッパ評議会の言語政策を見る
ことにする。
４．ヨーロッパ評議会の言語政策
　ヨーロッパ連合は，2015年末現在28カ国の加盟で，そこで話される言語は30言語にのぼ
る。その中での人的交流を活発化するためには，共通の言語政策が必要である。その言語
政策は，司法や人権に関する国際的な取り組みのほかに，文化や教育などにおいて，ヨー
ロッパ連合と緊密な協力関係にあるヨーロッパ評議会が受け持っている。ヨーロッパ評議
会とヨーロッパ連合は同じ価値観を基礎としており，民主主義の擁護，人権・基本的自由
と法の支配の尊重という点で共通の目的を追求し，非常に緊密な協力関係を築いている。
そのヨーロッパ評議会のヨーロッパ共通言語政策は，1982年に行われたヨーロッパ評議会
の大臣会議の推奨を受けて，「文化領域における共通行動を採用して」，「より大きな統一
性を加盟国間にもたらす」という目標達成のためにつくられた「外国語学習のためのヨー
ロッパ共通参照枠 The Common European Framework for Languages （CEFR）」である。
この作成にあたって，「言語の学習，教育，研究のあらゆる分野をカバーした情報を交換
するヨーロッパ共同体制を確立するために必要なステップを踏んで，情報技術を充分に活
用すること」が念頭に置かれている。そのヨーロッパ評議会の言語政策は，次の5点に集
約される。
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　・複言語主義（plurilingualism）の促進
すべての人は，いくつかの言語でコミュニケーションする能力を生涯にわたり，必要
に応じて向上させる権利がある。
　・言語の多様性（linguistic diversity）の促進
ヨーロッパは多言語（multilingual）社会であり，すべての言語はコミュニケーショ
ンやアイデンティーの表現方式として等し重要である。すべての人は自分の言語を学
ぶ権利がある。
　・相互理解（mutual understanding）の促進
ほかの言語を学ぶことは，文化の違いを認め異文化コミュニケーションを促進するた
めに重要な条件である。
　・民主的市民（democratic citizenship）の推進
多言語社会での個人の民主的，社会的プロセスへの参加は，それぞれが複言語能力
（plurilingual competence）を持つことにより実現することができる。
　・社会的結束（social cohesion）の促進
個人の成長や教育，雇用，情報へのアクセス，文化的向上における機会の均等は生涯
を通した言語学習によるところが大きい（国際交流基金，2005）。
５．授業見学で気づいたこと
　上記の言語政策がどのように現場で実践されているのか，実際に見るために，筆者は，
2015年４月から12月にかけて，オーストリア，イタリア，イスパニア，ハンガリー，フィ
ンランド，英国，米国の７カ国の主に小学校で授業を見て回った。英国と米国以外では，
言語教育に焦点を当てた。オーストリアでの第一言語のドイツ語，イタリア語，イスパニ
ア語は，英語と同じ印欧語族である。ハンガリー語とフィンランド語は，文字ではアルファ
ベットを使うが，印欧語族ではない。英国と米国は言わずと知れた英語国である。その7
カ国で，共通な点があった。授業形態である。日本の学校で多く見られる授業形態は，一
斉指導である。その基本的な考え方は，教師が教室で同一学年の学習者に対して同一内容
を一斉に伝達することである。教室には，全員が見ることができる黒板があり，学習者の
机は黒板の方に向いている。学校教育を考案したコメニウスが開発し，多くの国が義務教
育を推進する過程において，経済性と効率性のために急速に広がり，人びとの識字率や計
算能力の向上に大いに貢献した。現在の学校教育でも，この指導方式が圧倒的に主流であ
る。しかし，この指導方法は学習者の個人差に十分に対応できないし，学習者が学習に対
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して受け身になりがちな点になどの欠点がある。しかし，視察した学校では，授業形態が
ほぼ協同学習であった。
　協同学習を重視する理由は，子供たちが級友と協同する力を身に付けることが重要だと
いう考えだ。視察をしている段階で CLIL では，協同学習を重視していることを知り，ヨー
ロッパで行われている CLIL について，担当している教員から話を聞くために，７月に英
国のグロースターで行われた CLIL セミナーに参加した。受講生は25名で僕以外は幼稚園
と小学校の先生だ。英語の先生もいるが英語で算数や地理などの教科を教える先生もい
る。目的は，そこでの講師の Rampone に協同学習について学ぶことである。彼女は，「ど
んな社会でも気に入らない人がいる。人間はそういう人と一緒に仕事をしなければいけな
いことがよくある。だから子供に重要なのは，だれとでもうまくやっていけるソーシャル
スキルを身に付けることだ。それには時間がかかる。先生は我慢強く，子供たちに，仲間
と楽しく学習をし，そして自発的に学習できるように，環境を整えることだ」（2015）と
言う。この考えは，まだ，小学校では，英語以外の外国語の指導を始めていないので，複
言語教育の観点は無いが，後述する欧州評議会の言語政策の３点（相互理解（mutual 
understanding）の促進，民主的市民（democratic citizenship）の推進，社会的結束（social 
cohesion）の促進）についての素地を養っていると考えられる。
　その協同学習に関係するが，前述したように，CLIL の４C の一つに Culture の指導が
ある。CLIL をかじったばかりの時は，CLIL では何らかの文化を学ばせるのだと思った。
しかし，学んでみて，CLIL での「Culture（文化）」とは，学習者達が協同作業をしなが
ら自分たちの学習コミュニティーにおいて作り上げる文化であることがわかった。だか
ら，Culture のかわりに Community という言葉を使っている人もいる。Rampone は ,「そ
の文化を作り上げる過程で，お互いの考えをシェアすることで，他者への尊敬と自己肯定
感を高めることができる」（2015）という。ここに CLIL のコアの思想「多様な人と協調
して生活する市民性を高めること」があると思う。この点が CLIL とよく同一視される
Content-based アプローチの違いである。Content-based アプローチには，より言語習得
に軸足を置いているので，この「文化」を指導するという観点がない。
６．協同学習の具体例
　黒板と机といすがあれば可能である一斉授業と異なり，協同授業は別の工夫を要求す
る。ここで視察した協同学習が行っていた工夫の特徴について紹介する。実際にはかなり
の数の協同学習を見てきたが，紙幅の関係で，３つの例を紹介する。
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　まず，協同学習の事例その１では，環境の点から工夫していた。協同学習では，教科の
学習の成果を作品で提出されることが多いので，学習者を Creative にすることが重要だ
と思う。学習者が Creative になると，知識や技術を学びに行く姿勢がアクティブになる。
そうするとアクティブ・ラーニングになる。学習環境に工夫が感じられる学校見学ができ
た。英国のグロースター郊外の２つの公立小学校（６年制）だ。２つの学校で感じたのは
環境づくりの重要性だ。最初に見学した全ての教室で黒板に向かう授業はなく，机をグ
ループごとにくっつけ，話し合いながらの協同学習だった。教室の前方にはスペースがあ
り，先生が話す時には，全員がその床に腰を下ろし，話を聞く。教室の天井や壁には所狭
しとばかりに，学習者の作品が飾ってあったり，ぶら下がっていたりしている。教室の入
り口や廊下の壁にも「ロンドン大火」「緑」などのテーマに沿った装飾があった。装飾は
学習者が作ったものと先生が作ったものがある。学習者を Creative にするためには，自
由な雰囲気がある環境にする必要がある。協同学習が重視されているのは，意見を発表し
たり，異なる意見を知り，それでプロジェクトを完成させる力を養成できるからだ。今後
の多様な価値観が入り混じった社会で生き抜く力となると思った。次の訪問校も前記した
学校と同様な協同学習だが，地元の人がヘルパーとして教育活動にも参加していて，より
丁寧な授業ができていた。一斉授業ではないので，２名の教員が入るとより個人に対して
目が行くことがわかる。また，平屋の学校だからかもしれないが，廊下に教具をおいて学
習室に使っていた。学習者は，必要に応じで教室の外に出て，その教具で勉強することも
あった。
　協同で体験的な学習にすること：英語以外の科目を英語で指導する際に，知識を与える
ことよりも体験させるように指導して，気づきや考える力の養成を重視していることに気
づく。その例だが，オーストリアのギムナジウムの３年生（日本の中学１年生で英語力は
準２級程度）25名の社会科を英語の CLIL で教える授業を参観した。社会と英語の10時間
を連続して，産業革命をテーマにして，同じ２名の先生がプロジェクトとして指導する。
歴史の授業と聞いていたので，参観前は先生が産業革命を起こした発明とその発明家の業
績を一斉授業の形態で児童に年号とともに英語で与える授業形式をイメージしていた。実
際は全く異なっていた。英語母語話者とある程度英語ができる社会科の先生が２人で教え
る。知識を獲得する学習もあるが，授業では活動が中心だ。日本の英語授業で活動という
と，英語の表現や文型を習得するための言語活動が中心だ。CLIL では英語以外の科目の
内容の理解と発表が活動の中心となる。この授業では協同学習で，産業革命がもたらした
社会の変化，特に児童労働について学ぶことであった。まず，『デビッド・コパーフィー
ルド』の簡略版を読む，英国やアメリカでの児童労働の実態をビデオで視聴する，英文の
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資料を読む，それらについての意見を述べたり，グループで話し合ったり意見をまとめて
発表したりする。圧巻は児童労働を模擬体験させるグループ学習だった。机をくっつけて
大きな３つの場を作る。２つは作業場で８名ずつ座る。３番目は仕事がない待機所で残り
の７名が座る。作業場の児童たちは工場に勤める児童労働者であり，先生が監督である。
児童の作業は紙人形を作ることである。A４サイズの紙を横に４つ折りにし，その上に人
形の型を置き，その型に沿って鋏で余分な部分を切り落とす。紙を広げると４人の人形が
手を繋いだ状態になる。作業の結果で４名がうまくつながらなかった児童や仕事が遅い児
童を見つけると先生は「首」という。言われた児童は席を立ち待機所に行く，そうすると
待機所の児童がその席を埋めて仕事に取り掛かる。作業場の児童は楽しそうに仕事をする
が，待機所の子は退屈していて，I want a job. という子もいる。次第に先生のチェックは
厳しくなり，首にされる児童が増えていく。首にされた児童は後ろで抱きあったりして慰
め合う。先生はどんどん厳しくなり「お前たちは仕事が遅いから，全員，首」と一列全部
を首にすると，待機所の児童が喜んで交代する。そして最後は全員が首になる。その活動
はそこで終わる。作業場と待機所を解体し，元の席についた児童に対して，感じたことを
英語の語句で言うように先生は指示する。児童は，get fired, quick work, accurate work, 
replaced easily, chaotic, exhausted, long time などを答える。そして，felt lucky to have a 
job,  depending on the employer という意見を引き出し，no worker's right という言葉で
締めくくる。資料で理解していた同年代の子供が体験した労働の過酷さを，児童達は自分
の体験として英語で学ぶことができる授業だった。
　協同体験の学習例の３つ目では，イタリアの小学校の5年生の学習も紹介する。授業は
「どのようにしてチョコレートができるか」というプロジェクトであった。ガーナで実っ
たカカオの実がチョコレートになってお店でお客に買われるまでの過程を10段階：ガーナ
にカカオの実がなる，①カカオの実がとりだされる，②乾燥させられ，③バナナの葉の下
で発酵させられ，④一週間，太陽の下で乾燥させられ，⑤農民は乾燥したカカオの実を測
り，⑥カカオの実が袋詰めされトラックに積まれ，⑦船に積まれアフリカからヨーロッパ
や他の国に運ばれ，⑧チョコレート工場では，カカオの実からカカオバターとカカオパウ
ダーが作られ，カカオバターとカカオパウダーとミルクと砂糖でチョコレートが作られ，
⑨その混ざったものがチョコレートバーになり，⑩私たちがお店でチョコを買う，になっ
て児童に示され，児童達は，その過程をグループごとに担当し，写真と英文の説明でポス
ターを作成，それを教室の後ろに貼る。次に，その段階をドラマにする。見学したのは，
そのドラマの部分だった。その授業では，まず，先生が児童から helpers を２人募集する。
残りの児童の数は25人になる。15人を真ん中に呼ぶ。壁の周りには10名が残る。helpersが，
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周りに座っている10名に一人ずつ読む紙を渡していく。一人がその紙を読むと，真ん中の
児童たちは，その読まれた紙の状況の動作をする。もちろんほぼ英語で授業が行われてい
た。体験的協同学習によって，児童から Creative な力を引き出して，児童が学習に熱中
するように動機づけられていた。
　最後に平等性を担保している学習を紹介する。イタリアで見た３年生への授業である。
先生が，果物が入っているバスケットの話をする。そのお話を聞きながら，児童はバスケッ
トに入る果物を描きいれて絵を完成させる学習である。日本だと，先生の話を聞き，児童
は一人で絵を描く。しかし，そのクラスでは，必ずグループで作業をする。児童は，先生
のお話にでてきた果物を画用紙に一つ描き入れたら，一斉に右隣に渡す。その渡された児
童は渡された絵に，先生のお話を聞いて，出てきた果物を追加する。そうして，隣に渡し，
グループ全員で平等に作業をして一つの絵を完成させる。そうすると，同じ果物でもとら
え方が違うと客観的な見方ができるようになると同時に，他人をより深く理解できるよう
になる。個人は，他人とは違っていても平等であることがわかる。だから，すべての学習
で，協力して行う姿勢が養成されるのであろう。
７．協同学習を理論的に考えてみる
　外国語習得のためには，自律的学習者になることが必要だが，自律的学習者にはどうし
たらなれるのだろうか。マズローの欲求の階層（1943）を学習に当てはめて解説する。欲
求の階層は，下位にある「生理的な欲求」→「安全の欲求」→「所属の欲求」→「尊厳の
欲求」→「自己実現の欲求」と順に満たされていく。例えば，空腹や眠くてどうしようも
ない時には勉強をする気はおきない。その欲求が満たされて，安全の欲求の段階に移る。
いじめられている状態なら，勉強に気持ちが行かないのは当然。その欲求が満たされると
所属の欲求に移る。この段階から学習と関連する。人は自分の存在を認めてくれる人と一
緒に居たいという欲求を持つ。特に勉強の動機付けができていない学習者は，自分の心の
弱さや悪い仲間の誘いに迷っている。その時，先生や級友がぶすっとした顔をしていたら
どうだろう。その人達といたいという気持ちは起きない。その代わり笑顔は「君を認めて
いるよ」というサインである。僕はたまに引き受ける動機づけのワークショップで笑顔の
重要性を語る。すると「学習者は優しい先生ばかりを好むわけではない。厳しい先生を好
む学習者も一杯いる」と反撃を受けることがある。その通りだ。厳しい指導を好む学習者
は大勢いる。それは所属の欲求の段階を終えて尊厳の欲求に到達した学習者である。人は
居場所を見つけると，認められ，活躍し，尊厳を受けたいと思うようになる。その段階に
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いると厳しい指導を好む。部活動でもわかるように，部活に居場所を見つけると，成果を
出すため，自己訓練の必要性を理解する。そこから学習者は自律していく。
　ここで，協同学習を絡めて考えてみる。所属の欲求の段階にいる勉強が苦手な者や不安
な初学者は，個人での学習が進まない場合が多い，その彼らをうまく学習させるには，ま
ず，友達同士で助け合い，競争が無いことが条件になる。フレンドリーな学習集団ができ
れば，お互いに教えあうことができる。実際，学習集団をうまく作ると，自分たちで遊び
ながらも勉強をする。これが協同学習の一番のメリットだろう。では協同学習では競争が
無いのか。そうではない。仲間と一緒に勉強するうちに勉強に対して自己効力感を高める
ことができる。ここで尊厳を求める段階に入る。そうすると，運動部でよくあるようにラ
イバル意識が芽生える。ただ，グループ内で対立すると，個人的な軋轢が生まれ，グルー
プの活動は停滞しかねない。それを防ぐためにグループ間の競争に持ってくと，彼らのラ
イバル意識が外に向かい，グループはまとまることが多い。これが尊厳の欲求のレベルだ。
その次の段階である自己実現の段階は，学習者の意識が教室や学校を飛び出し，外に向か
う場合だろう。例えば，受験の段階などがそれに当たる。この段階ではグループ学習より
個人学習を好む学習者も出てくる。この段階にいる学習者に受験を動機づけに使うことは
効果的だ。
　特に，勉強が苦手な者や初学者は，個人での学習が進まない場合が多い，その彼らをう
まく学習させるには，友達同士で助け合わせることができる協同学習が効果的であり，協
同学習で communication の力をつける。
８．あなたが必要
　協同学習の基本についてだが，ユバキュラス大学で，Josephine Moate 先生の講演を聞
いた。彼女は言う，「私たちは，一人で不完全です」という。成長する心を持つには，まず，
「自分は不十分であることを認識すること」が必要であるが，大半の学習者は，自分が成
長のために不十分であるという自覚を持てない。「お前は不十分だ。だから勉強しろ」と
言って，「はい，そうですか。勉強します」という学習者は，皆無であろう。人は成長を
意識しなくても，自分の狭い世界で十分に生きていけることを知っているからである。だ
から，不十分さを認識させるために，教師は試験を使う。減点方式の試験で不十分さを理
解させようとする。その結果を示し，個人に完璧さを目指させる。完璧を達成できる個人
が高く評価される。その結果，個人間に序列の意識を植え付ける。完璧を達成できる学習
者はわずかなので，多くの学習者は，学校や試験を避けるようになる。また，低評価しか
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受けられない学習者は往々にして，自己肯定感を低くする。成長させるべく教育によって，
勉強嫌いを作ってしまう現状が残念である。日本の教育では，テストを勉強の動機づけに
行うことが多いので，学習の場が序列をつける場になっている。最近，流行語にスクール・
カーストという言葉が上がっている。これは，序列付けの影響であることがわかる。この
語が流行するようでは，序列付けも少し行きすぎているように思う。だから，授業で平等
性を担保するのが難しい。また，よく，日本の教室では自発的な発言が少ないと言われる
が，自発的な発言は，平等性が，確保されていない状態では出てこないであろう。
　Josephine Moate 先生は続ける，「だけど，その不完全さを喜びましょう。その不完全
さによって，より他の人が必要になるからです…　私はあなたにとって必要，私はあなた
にとって必要…」。ああそうか，自分は不完全だけど，個人で完璧を目指し，他人と序列
を競うのではなく，足らないところを埋め合って，高めあうという考え方を教育の基本に
すべきだ。確かに，人間はどんなに完璧になっても，一人で生きていけない。どうしても，
協同することが必要である。共に学ぶクラスメイトも必要だし，学習者にとって先生は必
要。先生にとっても学習者は必要である。そして，友達の一番の利点は，助け合うことで，
自分に足らないことがあり，相手にも足らないところがあり，だから，助け合えるのでは
ないかだろうか。先生と学習者も学習者同士も，そして先生同士も足らないところを補い
合い協同できる環境が良いのだろう。
９．複言語主義について
　ヨーロッパの EFL（英語非母語国環境）では，複言語主義に基づき，英語に加えて多
様な外国語の教育も提供している。これは，単に外国語の提供だけであると，ほとんどが
英語教育になってしまうからであろう。しかし，英語の実践的能力はつけたいが，英語の
授業時間を十分に取れない。それで，従来の英語教育に加えてCLILでの指導の普及を図っ
ている。筆者は，ヨーロッパ諸国で小中学校の授業を観察したり，ヨーロッパ各地から集
まった先生たちと共にセミナーを受講したりして，情報を収集し，担当している先生の英
語力レベルや授業内容を分析した結果，日本の小学校に CLIL を適切に文脈化できるし，
そうすることが，英語ができる日本人を増やし，また英語が苦手な日本人を減らすのに効
果的だと考えるに至った。
　また，複言語主義についてだが，筆者は，英語教員であるが，個人が学ぶ外国語は英語
だけでいいと思ってはいない。英語でコミュニケーションができるなら，わざわざ別の外
国語を学ばなくても，外国では英語で話せばいいのではないかと思う人がいる。筆者は，
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言葉には，情報を伝えあう言葉の役割と同時に心を通じ合わせる言葉の役割があると思っ
ている。例えば，日本に来て，一生懸命，日本語を使おうとする人と，すべて英語ですま
せる人がいると，どうしても前者に親しみを感じる。心の言葉を使おうとする姿勢がある
からだと思う。だから，英語を勉強し，興味が出たら他の言語にも挑戦してみる姿勢を英
語教員が養成すべきだと思う。塚原（2015）によると，「英語のみが扱われている日本の
現状では，教員個人の考えや意識とは無関係に，英語には価値があるという評価が児童に
伝えられていることになり，英語には価値があるという評価は，英語以外には価値がない
という評価に転化しやすいもの」（pp.120-121）である。こう考えると，筆者を含める英
語教師は学習者の学習動機を高めるために，英語学習は価値があると児童に説得しがちで
あることに気づく。筆者も，過去にそのような動機づけをやってきた。このことは正しく
ない。外国の人に，学ぶべき価値がある外国語は，英語か中国語で日本語なんかやっても
価値が無いと思われるのは悲しい。21世紀型のスキルの一つに，外国人とのコミュニケー
ション能力がある。世界の大半は英語国ではない。だから，英語を完ぺきにするよりも，
ある程度の英語力と最小限の現地語と度胸を持つ方が世界の多くの国で意思の疎通ができ
ることが多い。日本の言語政策としての複言語主義では，もちろん個人の自由だが，日本
は近隣国家との交流を活発にすることが重要なので，英語＋アジアの言語を学んでほしい
と思う。
10．日本の教育への文脈化に向けた課題
　日本の小学校で，CLIL を指導する可能性を考えてみる。日本の英語教育とは考え方が
かなり違う。日本では，教える文法の順序性を重視するが，CLIL では外国語を使って教
える教科をいかに理解させるかにまず重点を置く。したがって，その教科の理解について
の評価が，日本に導入する場合問題になるであろう。それに関連するが，「文化」を指導
するのは難しいと思う。その理由だが，協同学習がまだ日本でなじみが薄く，日本の学校
でよく指導される修学旅行や掃除の生活班ではなく，学習コミュニティーを作り上げてい
く指導とその評価は普及していないからである。特に，協同学習の評価は，個人の貢献度
の数値化についてはあまり厳密にしにくい。具体的な評価方法としては，授業についての
リアクション・ペーパー，プロジェクトの途中での提出物，クラスへの参加度，ポートフォ
リオそして最後の作品の評価を加点方式で行うことになるだろう。しかし，このような加
点式評価は，クラスの人数や担当する先生の評価経験など簡単に解決できない課題も多
い。教育の評価は，個人を同一のペーパーテストで数値的に差をつけることが公平だとい
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う意見も根強い。しかし，現在の知識量で測るテストでは，キー・コンペテンシーを養成
することは難しい。また，小学生からテスト漬けでは，英語嫌いを増やすだけである。だ
から，CLIL の日本への文脈化を考えた場合，日本の学校環境における協同学習，「文化」
の指導と評価方法を示すことは避けられない課題でもある。
　次に教員養成である。CLILL 視察で，一番感嘆したのは CLIL 指導者の Rampone さん
の人間性と Creativeness だ。彼女は連日のセミナーを一人でこなし，疲れているにもか
かわらず連日一番早く教室に来て，資料を完ぺきに用意している。受講生が前日に作った
作品は，次の日には壁に飾られている。それを見ると，心がうきうきする。配布資料は，
１つの CLIL のプロジェクトの指導に10枚ほど配られるが，どれも児童の伸びを考えて作
られたものだ。しかも，必要な個所はきちんと折りたたんであったりして，使いやすいよ
うに工夫されている。彼女の口癖は「教員がキチンと環境を整えれば，児童は一人で動き
出す」だ。もう一つ感銘した言葉がある。「児童に情報を伝える時は，視覚的にわかるよ
うにして伝える。そして，児童にも学んだ知識を視覚的に表現させる」だ。教科内容を指
導する場合，頭に抽象的な知識をたたき込むのではなく，情報を見えるように先生が工夫
して与える。そうすれば，児童はその知識を自分の中で統合させやすく，自分なりの作品
を作りだせる。それで creativeness が高まる。このような指導者を養成することも，課
題である。
　CLIL を行う授業であるが，英語の時間は限られているので，可能な限りいろいろな授
業で行えばいいのではないか。たとえば，スペインのアラン谷の小学校では，やはり英語
の時間が限られているので，５年生と６年生の体育を英語で指導していた。見学したとこ
ろ，英語の使用は限られたものであった。準備体操の時の「いちにさんしごろくななはち」
を英語でやる。後は sit down, stand up, ready go, jump, run, stop, catch 等の動詞が中心
であった。名詞は ball，number, flag など，そして形容詞は yellow，red である。規則の
説明や指示はアラン語で指導していた。スポーツには外来語が多くあるので，この程度な
ら日本でもできそうだと考えた。母語で無い言語を一部使用し体育を指導する場合，その
科目内容の習得率が同等であれば，外国語を一部でも使用する方が学習者の利益になる。
もちろん CLIL は母語の使用も認めるので，外国語では理解しにくい伝達内容（ルールや
危険事項）などは，母語で行えばいい。そう考えると，日本でも体を動かすことが好きな
小１から，英語に限らず色々な外国語を一部使って体育の授業を実施することは考えても
いいのではないではないか。
　教員の外国語能力だが，CLIL のセミナーに来ているヨーロッパ諸国の受講生の英語の
発音は，音声学の先生から見るととても褒められたものではない。でも，堂々と英語を指
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導している。日本の小学校でも，この程度の発音ができる先生は結構いるだろう。そうい
う先生が自信を持って指導できるようにバックアップしたいと考えている。
　最後に，協同学習を行うためには，学習者の人数を一クラス25名以下にすべきであろう。
ヨーロッパのどの国でも30名を超えた教室で授業を行っている学校は無かった。こればか
りは，国の言語政策によるところが大きい。CLIL や協同学習の効果を訴えていくことが
重要であろう。
11．映画『スパニッシュ・アパ トーメント』（セドリック・クラピッシュ監督）
　グローバリズムや CEFR（ヨーロッパ共通言語参照枠）がよって体現化されようとする
統合好きだ。国益でとんがっている東アジアの現実を見るにつけうらやましいと思ってい
る。CEFR には，ヨーロッパ統合という理想がベースにある。その理想を実現するために
は人的交流を盛んにすることが重要だと考えられ作成された。ヨーロッパ統合など難しい
という人はずっと前からいた。隣国は仲が悪かった。特にドイツとフランス。お互いの国
益の方が重要だと考えていた。その結果，何千万人の若者の血が流された。第２次世界大
戦後気づく。お互いの国益より優先するものがあることに。その結果，統合された EU の
中では，戦争はない。その代わり『スパニッシュ・アパートメント』という映画がある。
ヨーロッパの大学生や教員を交流させようというヨーロッパのエラスムス計画に参加した
ヨーロッパ各国から６人の大学生がスペインのアパートで暮らす。品行方正な学生なんか
いない。めちゃくちゃな大学生活だが，品行方正でない大学生活を送った筆者としては大
学生活とはこんなもんだと思った。その中でもお互いへの共通理解やヨーロッパ人として
のアイディティーが育まれる。このような大学生活の方が国益のために戦争させられる人
生よりずっと有意義だろう。東アジアでもいつか，ソウルのアパート，南京のアパート，
ハノイのアパート，福島のアパート，ウラジオストックのアパートでアジアの若者がハ
チャメチャな生活をしながらアジア人としてのアイディティーを育ててくれないかなと切
に思う。この映画に見られるようないろいろな国の若者の入り混じりは，協同学習と複言
語主義が支えているのだろう。統合とは，言葉や考えの異なった者たちが，日々ぶつかり
合いながらも共に生活することで，作り上げて行くものなのだろう。
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